
議
員　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
「
し

ご
と
編
」
で
、
な
ぜ
行
政
が
原
子
力
関
連

企
業
の
雇
用
・
人
材
育
成
の
支
援
に
至
っ

た
か
伺
う
。

村
長　

東
海
村
で
雇
用
に
結
び
付
く
の

は
、
原
子
力
関
連
産
業
で
あ
る
。
今
あ
る

原
子
力
施
設
を
安
全
に
支
え
る
人
材
を
将

来
的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に
も
、
原
子

力
発
祥
の
地
で
あ
る
本
村
で
率
先
し
て
行

う
べ
き
で
あ
る
。

議
員　

な
ぜ
、
原
子
力
関
連
企
業
に
対
し

事
前
調
査
を
し
た
か
理
解
し
た
。
村
長
の

答
弁
は
、
原
子
力
関
連
企
業
に
従
事
す
る

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
原
子
力
サ
イ
エ
ン
ス
タ

ウ
ン
構
想
で
本
村
が
決
定
で
き
る
事
は
少

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
村
民
に
見
え
る

化
を
進
め
る
べ
き
。

村
長
公
室
長　

原
子
力
人
材
育
成
・
確
保

の
取
り
組
み
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
原
子
力
サ

イ
エ
ン
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
具
現
化
に
向
け

た
も
の
で
、
構
想
の
推
進
会
議
と
連
携
し

て
取
り
組
む
。
将
来
的
に
は
原
子
力
人
材

育
成
の
拠
点
や
新
産
業
創
出
な
ど
の
端
緒

と
な
る
よ
う
進
め
た
い
。

議
員　

構
想
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で

見
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
答
弁
と
認

識
し
た
。 新

政
会　

吉
田　

充
宏　

議
員

問　

原
子
力
関
連
企
業
を
支
援
す
る
の
は
、

な
ぜ
か

答　

村
内
の
雇
用
確
保
は
、
原
子
力
関
連
産

業
で
あ
る

議
員　

水
田
の
灌か
ん
が
い漑
と
し
て
利
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
溜
池
か
ら
の
用
水
路
が
ひ
ど
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。
地
主
と
土
地
改
良

区
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
。
村
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
農
政
部
長　

村
や
国
の
維
持
管
理
や

保
全
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
で

維
持
管
理
し
て
も
ら
い
た
い
。

議
員　

石
神
外
宿
、
石
神
内
宿
、
岡
、
白

方
な
ど
で
は
、
用
水
路
周
辺
の
斜
面
緑
地

を
村
民
の
森
に
指
定
し
て
い
る
。
土
地
改

良
区
、
地
域
住
民
、
行
政
、
関
係
団
体
な

ど
で
協
議
会
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

村
民
生
活
部
長　

緑
の
保
全
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
斜
面
緑
地
や
農
業
用
水
路
も

重
要
な
環
境
資
源
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　

農
の
営
み
は
多
様
な
生
物
種
を
守

り
、
社
会
、
歴
史
、
文
化
を
創
り
あ
げ
、

多
面
的
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
豊
岡

な
ぎ
さ
の
森
か
ら
久
慈
川
小
段
道
路
を
経

て
、
神
社
、
寺
、
石
神
城
址
公
園
、
古
代

遺
跡
等
、
周
遊
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
に
し
て
は

ど
う
か
。

村
長　

自
然
を
活
用
し
、
自
分
た
ち
の
生

活
を
活
か
し
、
能
動
的
に
動
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
住
民
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
。 豊

創
会　

村
上　
　

孝　

議
員

問　

水
田
の
斜
面
緑
地
を
望
む
ヘ
ル
ス
ロ
ー

ド
整
備
を

答　

住
民
と
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い

一
般
質
問
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